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平
成
20
年
度
予
算

対
前
年
比
（
肉
付
け
後
予
算
）
約
10
％
の
減

平成20年度　特別会計予算額
○住宅新築資金等貸付事業　　　
○国東自動車学校
○サイクリングターミナル事業
○国民健康保険事業
○介護保険事業
○介護サービス
○老人保健医療事業
○後期高齢者医療事業
○簡易水道事業
○公共下水道事業
○特定環境保全
○農業集落排水事業
○浄化槽設置事業
○工業用水（収益的収入・支出）
○市民病院（収益的収入・支出）

１，１５５万円
７，０２６万円
４，６３９万円

４５億２，１５０万円
３２億９，０１２万円
５億８，９４０万円
５億　　９６５万円
４億９，９１１万円
６億７，５５２万円
４億１，１０４万円
１１億３，２６１万円
１億１，１９８万円

２４１万円
２，５５１万円

３４億６，６２９万円

当
初
予
算
決
ま
る
！

一
般
会
計
予
算
額

　

１
９
０
億
６
，
５
０
０
万
円

【
主
な
事
業
】

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業

・
３
歳
未
満
児
の
医
療
費
の
無
料
化

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

・
カ
ボ
ス
園
地
造
成
事
業

・
カ
ボ
ス
新
植
事
業

・
キ
ヤ
ノ
ン
工
業
用
水
施
設
整
備
事
業

・
市
道
改
良
事
業

・
国
東
統
合
中
学
校
施
設
整
備
事
業

・
お
お
い
た
国
民
体
育
大
会
開
催
事
業

・
し
尿
処
理
場
施
設
整
備
事
業

平成20年

３月定例会
会期は３月６日から19日までの14日間
議案59件．議員提出議案２件など可決



③　国東市議会だより　８号

主
な
議
案
の
内
容

国
東
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
医
療
制

度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
行
政
組
織
条
例
等
の

一
部
改
正

　

総
務
企
画
部
を
総
務
部
と
企
画
部

に
、
生
活
福
祉
部
を
生
活
福
祉
部
と

福
祉
事
務
所
に
分
け
る
な
ど
の
機
構

改
革
に
よ
る
組
織
の
名
称
変
更
に
伴

い
、
関
連
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

本
件
は
、
総
務
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
出
産
祝
金
条
例
の

一
部
改
正

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
、
出
産
祝
金

の
支
給
対
象
者
を
拡
大
し
、
第
１
子

か
ら
３
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
３
子
以
降
の
30
万

円
支
給
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

３
歳
未
満
児
の
入
院
、
通
院
に
つ

い
て
、
現
行
月
２
回
ま
で
千
円
の
個

人
負
担
で
し
た
が
、
こ
れ
を
す
べ
て

無
料
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
は
り
、
き
ゅ
う
施
設
利
用

助
成
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

住
所
要
件
の
緩
和
と
月
２
回
以
内

と
す
る
利
用
制
限
を
月
４
回
以
内
に

増
や
す
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
営
住
宅
条
例
の一

部
改
正

　

市
営
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
い
、
５

団
地
12
戸
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
重
藤
団
地
に
整
備
し
ま
し
た

駐
車
場
の
料
金
を
徴
収
す
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
産
業
建
設
委
員
会
の
審

査
を
得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

　

入
居
率
の
低
い
武
蔵
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
の
家
賃
を
、
世
帯
用
を
一
律
４
万

６
千
円
に
、
単
身
者
用
を
３
万
８
千

円
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
産
業
建
設
委
員
会
の
審

査
を
得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
東
市
障
が
い
者
福
祉
手
当

条
例
の
廃
止

　

障
が
い
者
福
祉
手
当
て
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。
代
わ
り
に
、
障
が
い

者
手
帳
等
の
申
請
に
対
す
る
助
成
を

行
な
い
ま
す
。

財
産
の
無
償
譲
渡

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

安
岐
町
朝
来
小
学
校
の
管
理
教
室

棟
を
社
会
福
祉
法
人
「
安
岐
の
郷
」

に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
社
会

福
祉
法
人
で
は
、
こ
れ
を
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

　

本
件
は
、
厚
生
委
員
会
の
審
査
を

得
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
国
東
半
島
く
に
み
粋
群
を
指
定

管
理
者
と
し
て
、
国
見
野
球
場
ほ
か

５
施
設
を
管
理
さ
せ
る
も
の
で
す
。

本
件
は
、
文
教
委
員
会
の
審
査
を
得

て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。
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委
員
会
で
の
主
な
質
疑

予算特別委員会を設置
議長を除く議員全員による予算特別委員会（委員長安見　蔚）が設置
され、３月13日・14日の２日間、特別委員会を開会し、一般会計当初
予算を原案のとおり可決すべきものとした。

Ｑ
．
地
方
交
付
税
増
額
の
理
由
は

Ａ
．
新
し
い
制
度
で
、
地
方
再
生

交
付
金
の
２
億
４
，
５
０
０
万

円
増
額
が
主
な
理
由
で
す
。

Ｑ
．
時
間
外
勤
務
手
当
て
に
つ
い

て
、
行
革
の
効
果
は

Ａ
．
グ
ル
ー
プ
制
の
効
果
は
現
れ

に
く
い
が
、
機
構
改
革
に
よ
り

重
点
配
置
を
行
な
う
予
定
で
す
。

事
務
の
や
り
方
が
旧
４
町
で
違

う
の
で
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
の
人
事
異
動
で
大
幅
な
交

流
を
行
な
う
予
定
で
す
。

Ｑ
．
区
長
報
酬
と
区
交
付
金
と
の

関
係
に
つ
い
て

Ａ
．
旧
４
町
を
統
一
し
た
基
準
で
、

区
交
付
金
は
区
へ
、
区
長
報
酬

は
個
人
に
支
払
う
も
の
で
源
泉

徴
収
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
周
知
徹
底
の
た
め
市
報
に

も
掲
載
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
浄
化
槽
管
理
委
託
料
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
度
は
入
札
で
安

く
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
20
年

度
当
初
予
算
で
は
元
に
戻
っ
て

い
る
の
は
何
故
か

Ａ
．
平
成
20
年
度
予
算
で
は
、
再

度
見
積
も
り
を
取
っ
て
予
算
の

積
算
を
行
な
い
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
も
一
括
入
札
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
熊
毛
保
育
所
の
改
修
費
に
つ

い
て

Ａ
．
埋
立
て
造
成
部
分
の
沈
下
が

原
因
で
改
修
が
必
要
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

Ｑ
．
市
道
上
に
あ
る
電
柱
の
数
と

市
に
占
用
料
徴
収
規
定
は
あ
る

の
か

Ａ
．
電
柱
が
１
，
９
８
１
本
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
柱
が
１
，
１
４
１
本
あ
り

ま
す
。
占
用
料
徴
収
規
定
に
よ

り
平
成
20
年
度
か
ら
徴
収
し
ま

す
。

Ｑ
．
商
工
会
補
助
金
に
つ
い
て
事

業
内
容
と
商
品
券
補
助
の
事
業

効
果
は

Ａ
．
各
商
工
会
の
改
善
普
及
事
業

と
国
見
町
商
工
会
の
商
品
券
補

助
で
す
。

　
　

商
品
券
の
販
売
実
績
で
す
が
、

国
東
と
武
蔵
が
約
３
０
０
万
程

度
に
比
べ
て
、
国
見
は
２
，
２

０
０
万
円
と
額
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
商
工
会
合
併
後
に

再
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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Ｑ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

１
年
凍
結
し
、
見
直
し
を
し
た

主
な
変
更
点
は

Ａ
．
主
な
変
更
点
は
、
①
伝
送
路

の
変
更
。
②
整
備
地
区
の
順
番

で
、
20
年
度
に
３
地
区
の
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
設
置
と
そ
の
連
携
を

行
な
い
、
21
年
度
に
一
斉
に
住

宅
と
の
接
続
を
行
な
う
。
③
３

カ
年
計
画
を
２
ヵ
年
に
変
更
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
は
民
間

に
任
せ
る
。
以
上
の
３
点
で
す
。

Ｑ
・
オ
リ
ー
ブ
新
植
の
場
所
は

Ａ
、
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
決

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
中
山
間
地
交
付
金
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
使

い
方
が
違
う
が
、
現
地
調
査
も

必
要
で
は

Ａ
．
半
分
程
度
は
公
共
に
使
う
、

残
り
の
半
分
は
個
人
に
分
配
す

る
と
い
っ
た
使
い
方
が
良
い
よ

う
で
す
。
現
地
調
査
は
行
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
実
績
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
．
国
見
町
の
Ｂ
＆
Ｇ
施
設
を
指

定
管
理
す
る
が
、
そ
の
経
費
１
，

１
０
０
万
円
の
積
算
根
拠
は

Ａ
．
管
理
運
営
に
係
る
経
費
で
、

主
に
人
件
費
２
名
分
、
プ
ー
ル

監
視
員
・
夜
間
管
理
賃
金
等
で

す
。

Ｑ
．
都
市
計
画
費
の
中
で
計
上
さ

れ
て
い
る
賃
金
は
何
か

Ａ
．
こ
の
予
算
で
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
出
身
の
建
築
士
を
１
名
雇

い
入
れ
る
予
定
で
す
。
専
門
の

技
術
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
各
種
の
設
計
や
職
員

の
指
導
も
お
願
い
す
る
つ
も
り

で
す
。

Ｑ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
委
託

内
容
と
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

居
場
所
事
業
の
事
業
箇
所
は

Ａ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
竹

田
津
小
学
校
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
に
み

粋
群
に
、
安
岐
中
央
小
学
校
は

安
岐
中
央
保
育
園
に
委
託
し
ま

す
。
最
低
限
の
実
費
は
徴
収
し

ま
す
。

　
　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
居
場

所
事
業
は
国
東
地
区
の
８
事
業

所
で
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
．
く
に
み
苑
の
工
事
費
の
内
容

は
。
風
呂
が
危
険
と
聞
い
て
い

る
が

Ａ
．
花
壇
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

風
呂
に
つ
い
て
は
早
急
に
調
査

し
ま
す
。

委
員
会
で
の
反
対
討
論

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

へ
の
財
政
支
援
が
ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
い
る
点
、
農
業
関
係

で
市
単
独
の
施
策
が
少
な
い
点

　

小
学
校
１
年
生
の
加
配
教
員
が

な
い
点
、
以
上
３
点
の
理
由
に

よ
り
反
対
し
ま
す
。 



議 

案 

質 

疑

３
月
定
例
会

Ｑ
、
固
定
資
産
税
の
収
入
に
お
い

て
二
度
に
わ
た
る
補
正
の
理
由

に
つ
い
て

Ａ
、
旧
町
の
条
例
に
よ
り
、
特
例

で
減
免
措
置
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
向
陽
台
の
土
地

の
分
と
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、

今
回
適
用
控
除
の
指
定
と
な
っ

た
分
で
す
。

Ｑ
法
人
税
割
の
減
額
の
理
由
に
つ

い
て

Ａ
、
大
分
事
業
所
が
出
来
た
た
め

75
％
か
ら
55
％
に
割
合
が
減
少

し
た
た
め
で
す
。

Ｑ
、
繰
越
明
許
費
の
詳
細
説
明
に

つ
い
て

Ａ
、
換
地
処
分
登
記
委
託
事
業
は

農
地
陥
没
が
発
生
し
た
た
め
そ

の
改
良
工
事
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
も
の
で
す
。

　
　

市
道
山
口
線
改
良
事
業
は
、

地
元
要
望
に
よ
り
道
路
設
計
及

び
用
地
測
量
の
修
正
を
行
っ
た

た
め
用
地
買
収
に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
も
の
で
す
。

　
　

市
道
浦
浜
入
口
線
改
良
事
業

は
、
用
地
交
渉
に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
も
の
で
す
。

　
　

消
防
機
庫
建
設
事
業
は
、
敷

地
拡
張
の
要
望
の
た
め
そ
れ
ぞ

れ
予
定
が
遅
れ
、
繰
越
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
　

興
導
寺
の
釈
迦
如
来
座
像
修

復
事
業
は
、
契
約
業
者
の
変
更

に
よ
り
、
工
期
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

工
事
及
び
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

委
託
料
の
減
額
補
正
に
つ
い
て

Ａ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
公
共
施
設
の
接
続

と
特
別
期
間
を
改
め
て
設
け
た

個
人
の
宅
内
工
事
の
減
額
で
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
単
価
の
契
約
が
当
初
予
算

よ
り
安
く
あ
が
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ
、
議
長
交
際
費
の
減
額
補
正
に

対
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
長
交
際
費
は
ど
う

な
の
か

Ａ
、
市
の
基
準
を
設
け
て
支
出
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
請

負
費
の
減
額
の
理
由
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
関
係
が

あ
る
の
か

Ａ
、
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
市
と

は
関
係
な
く
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
と
い
う

会
社
が
や
っ
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
誤
解
を
生
じ
な
い
よ

う
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

Ｑ
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
居
場

所
事
業
委
託
料
の
減
額
と
事
業

内
容
は

Ａ
、
「
ゆ
め
さ
き
体
験
ス
ク
ー

ル
」
と
い
い
、
国
東
地
区
の
富

来
を
除
い
て
７
箇
所
、
月
１
回

の
割
合
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
補
正
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
賃
金
等
の
減
額
な
ど

制
度
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
、
安
岐
保
育
所
の
み
に
園
舎
清

掃
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
理

由
に
つ
い
て

Ａ
、
当
保
育
所
は
比
較
的
新
し
い

た
め
、
床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
等

を
委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
行

革
の
関
係
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
業

務
委
託
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

国東市議会だより　８号　⑥



⑦　国東市議会だより　８号 問質般一
●
第
一
次
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て

議
員　

現
在
規
制
さ
れ
て
い
る
一
種

農
地
（
荒
廃
み
か
ん
園
）
を
解
除

し
、
土
地
利
用
推
進
の
た
め
に
も

国
・
県
に
対
し
て
規
制
緩
和
を
働

き
か
け
る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長　

国
・
県
の
規
制
の
中
で
、
一

市
が
そ
の
規
制
を
緩
め
る
と
い
う

こ
と
は
現
状
で
は
無
理
で
す
。

●
農
家
の
現
状
、
営
農
指
導

の
徹
底
に
つ
い
て

議
員　

こ
れ
ま
で
多
く
の
農
家
の

方
々
が
、
安
定
し
た
農
業
を
目
指

し
補
助
事
業
を
利
用
し
、
色
々
と

農
産
物
を
栽
培
し
て
き
た
が
経
営

状
態
の
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
以
前
は
営
農
指
導
員
が
Ｊ

Ａ
や
行
政
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が

今
は
そ
の
存
在
す
ら
見
え
な
い
が

営
農
指
導
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

農
家
の
現
状
に
つ
い
て
は
今

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
生
産
者
の
方
々
と
相
談
し
な

が
ら
農
業
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
営
農
指

導
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
が
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

市
が
支
え
て
い
く
と
い
う
方
向
で

考
え
て
い
ま
す
。

院
が
無
く
な
っ
た
が
、
産
科
医
の

確
保
対
策
は
。

市
長　

産
科
医
確
保
は
難
し
い
問
題

で
す
が
、
市
内
出
身
の
医
師
か
ら

複
数
の
産
科
医
が
確
保
で
き
れ
ば

帰
っ
て
き
た
い
と
の
話
も
あ
り
、

病
院
の
方
と
検
討
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

家
庭
で
陣
痛
等
が
き
た
場
合

市
外
の
病
院
に
行
く
に
は
時
間
が

か
か
る
が
救
急
車
で
の
処
置
は
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
の
搬
送
は
可
能
か
。

消
防
長　

こ
こ
３
年
以
内
の
統
計
で

は
産
気
づ
い
た
方
の
救
急
車
で
の

搬
送
は
３
件
で
あ
り
、
件
数
は
少

な
い
状
況
で
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
っ
て
の
搬
送
も
そ
う
必
要
な

い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
非
常
備
消
防
組
織
に
つ
い

て
議
員　

組
織
改
革
は
い
つ
ど
の
よ
う

に
行
な
う
の
か
。

消
防
長　

合
併
協
議
会
の
決
定
に
基

づ
い
て
１
消
防
団
17
分
団
40
部
の

編
成
で
進
め
て
い
ま
す
。

丸小野　宣康 議員

一
次
産
業
の
振
興
対
策
を
ど
う
考
え
る

―

皆
様
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
推
進
し
て
ゆ
く―

●
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
内
で
出
産
で
き
る
病



国東市議会だより　８号　⑧問質般一
●
市
政
に
つ
い
て

議
員　

１
年
間
の
自
己
評
価
は
い
か

ほ
ど
と
考
え
る
か
、
ま
た
昨
年
12

月
議
会
で
承
認
さ
れ
た
総
合
基
本

計
画
に
沿
っ
た
３
年
間
の
実
施
計

画
は
市
民
に
い
つ
提
示
す
る
の
か
。

市
長　

65
パ
ー
セ
ン
ト
位
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
３
年
間
の
実
施

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の

優
先
順
位
や
具
体
的
な
事
業
内
容

　

財
源
等
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
予

算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
６
月
議
会
に
き
っ
ち
り

提
出
し
ま
す
。

議
員　

地
域
懇
談
会
の
早
期
実
施
を

同
時
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

説
明
を
。

総
務
企
画
部
長　

４
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
旧
町
ご
と
に
１
ヶ
所

ず
つ
に
な
り
ま
す
が
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
説
明
会
に
つ
き
ま
し
て
は

　

別
途
老
人
ク
ラ
ブ
等
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
生
活
福
祉
部
で
対
応
し

ま
す
。

●
お
お
い
た
国
体
に
つ
い
て

議
員　

２
巡
目
国
体
の
会
場
市
と
し

て
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
気
運
の
盛
り

上
げ
を
図
る
こ
と
が
大
会
の
成
功

を
導
く
と
考
え
る
が
。

市
長　

市
報
で
の
国
体
コ
ー
ナ
ー
の

連
載
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
の
Ｐ
Ｒ

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
等
で
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
全
国
都
道
府
県
の
応

援
看
板
作
成
等
の
協
力
を
頂
き
理

解
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
10
月
の

本
番
に
向
け
て
宿
泊
施
設
や
主
要

幹
線
道
路
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い

運
動
の
推
進
、
環
境
美
化
の
推
進

を
図
り
、
国
体
の
成
功
に
最
大
限

の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

議
員　

市
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
具

体
的
私
案
を
提
示
し
ま
す
。
検
討

の
う
え
６
月
か
９
月
議
会
で
回
答

し
て
欲
し
い
。

市
長　

市
の
活
性
化
に
つ
い
て
ご
提

案
を
頂
き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
民
活
の
部
分
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
６
月
か
９
月
議
会
ま
で
に

整
理
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

宮永　英次 議員

市
政
１
年
間
の
自
己
評
価
は
？

―

65
点
く
ら
い
か
な―

　



⑨　国東市議会だより　８号 問質般一
●
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

議
員　

今
後
の
事
業
展
開
は
。

市
長　

76
・
４
％
の
進
捗
状
況
で
あ

り
今
後
、
４
・
５
年
で
完
了
予
定

で
す
。
認
可
区
域
外
は
個
別
合
併

処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

議
員　

負
担
金
等
の
収
納
状
況
並
び

に
加
入
普
及
状
況
は
。

土
木
建
設
部
長　

負
担
金
・
利
用
料

と
で
２
、
１
６
７
万
円
の
滞
納
で

す
。
公
共
下
水
の
普
及
率
は
46
・

９
％
、
加
入
率
が
64
・
４
％
・
農

業
集
落
排
水
の
加
入
率
は
34
・
５

％
で
・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
市
内

利
用
人
口
は
４
、
３
９
６
人
で

す
。
全
体
的
な
汚
水
処
理
普
及
率

は
60
・
63
％
で
県
下
６
番
目
で
す
。

議
員　

排
水
管
埋
設
後
の
市
道
整
備

並
び
に
電
柱
移
転
は
。

土
木
建
設
部
長　

平
成
16
年
か
ら
片

方
１
車
線
幅
や
１
車
線
道
路
は
全

幅
舗
装
が
補
助
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

　
　

電
柱
移
転
は
移
転
補
償
費
を
予

算
化
し
、
安
全
や
利
便
性
を
配
慮

し
た
施
工
を
し
た
い
。

●
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て

議
員　

遊
休
市
有
地
の
企
業
利
用
促

進
は
。

産
業
商
工
部
長　

企
業
訪
問
等
を
通

じ
て
、
企
業
や
県
に
対
し
て
誘
致

活
動
に
邁
進
し
ま
す
。

市
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

誘
致
し
て
い
き
た
い
。

●
教
育
問
題
に
つ
い
て

議
員　

教
育
改
革
・
ゆ
と
り
教
育
の

見
直
し
等
に
よ
る
教
育
現
場
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長　

生
き
る
力
の
理
念
を
学
校

関
係
者
・
保
護
者
・
地
域
社
会
が

共
有
し
次
の
３
点
を
学
校
教
育
の

中
で
重
視
す
る
。

　

⑴
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
、

技
能
の
修
得

　

⑵
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
の
育
成

　

⑶
学
習
意
欲
の
育
成

　
　

こ
れ
ら
の
力
を
、
授
業
時
間
を

増
や
し
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　
　

教
育
方
針
は
、
世
の
中
で
役
に

立
つ
人
づ
く
り
・
子
供
が
自
分
ら
し

く
自
ら
の
人
生
を
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
各
学

校
で
創
意
工
夫
あ
る
教
育
課
程
の
編

成
を
す
る
と
と
も
に
、
教
師
の
指
導

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員　

学
校
閉
鎖
・
学
級
閉
鎖
の
基

準
は
。　

教
育
長　

２
・
３
割
程
度
の
欠
席
者

が
出
た
場
合
、
児
童
生
徒
や
近
隣

の
状
況
、
学
校
医
の
助
言
等
を
勘

案
し
、
授
業
の
継
続
が
困
難
、
児

童
生
徒
の
健
康
確
保
の
観
点
、
病

気
の
蔓
延
を
防
ぐ
等
の
理
由
に
よ

り
、
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

議
員　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
取

り
組
み
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

考
え
方
は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局

が
連
携
を
図
り
、
全
て
の
小
学
校

区
で
放
課
後
の
子
供
の
安
全
で
健

や
か
な
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

市
長　

20
年
度
は
竹
田
津
と
安
岐
で

行
い
、
７
カ
所
か
ら
９
カ
所
に
広

げ
ま
す
。

議
員　

国
東
町
の
小
学
校
統
合
に
つ

い
て
。

教
育
長　

学
校
教
育
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
国
東
町
の
小
学
校
を
含

む
市
内
全
域
の
小
学
校
環
境
整
備

計
画
を
策
定
し
、
市
議
会
に
諮
り

た
い
。

馬場　將郎 議員

教
育
現
場
の
取
り
組
み
は

―

生
き
る
力
の
理
念
を―

　



国東市議会だより　８号　⑩問質般一
●
地
方
無
視
の
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

議
員　

総
務
省
が
出
し
た
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
市
長
は
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
病

院
経
営
改
革
を
実
行
す
る
の
が

我
々
の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

市
民
病
院
の
診
療
科
目
・
職

員
や
給
料
・
病
床
も
減
ら
す
と
の

考
え
は
ど
う
い
う
視
点
か
ら
の
発

言
か
、
ど
こ
か
に
相
談
し
た
の
か
。

市
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
の
指
標

で
あ
り
、
副
市
長
以
下
担
当
し
た

人
た
ち
や
外
部
の
皆
さ
ん
と
色
々

な
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
や
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員　

病
院
長
の
考
え
は
ど
う
な
の

か
。

病
院
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
か
な
り

の
部
分
が
病
院
経
営
を
改
善
す
る

上
で
私
が
以
前
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
と
合
致
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
総
務
省
が
作
成
し
た
も
の

で
厚
労
省
と
は
無
関
係
で
あ
り
、

脆
弱
化
し
て
い
る
地
方
自
治
体
財

政
を
病
院
事
業
に
よ
っ
て
危
う
い

も
の
に
し
た
く
な
い
、
自
治
体
か

ら
切
り
離
し
た
い
と
い
う
考
え
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民
病

院
は
若
者
の
雇
用
の
場
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
地
域
経
営
の
中
で

検
討
し
病
院
の
収
支
の
改
善
の
み

で
持
論
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

議
員　

ベ
ッ
ド
数
の
削
減
で
市
民
が

入
院
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た

病
院
の
た
ら
い
ま
わ
し
を
さ
れ
る

危
険
性
は
。

病
院
長　

少
な
く
と
も
２
３
０
は
必

要
で
空
き
ベ
ッ
ド
も
10
は
確
保
し

て
お
か
な
け
れ
ば
断
る
こ
と
に
な

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を

市
長
に
迫
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

国
の
失
政
を
地
方
自
治
体
に

押
し
付
け
て
い
る
実
情
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
医
療
中
核
病
院
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
市
長
会
等
で
相
談

し
て
国
へ
お
願
い
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
国
東
市
の
農
政
に
つ
い
て

議
員　

市
と
し
て
政
府
の
政
策
に
上

乗
せ
す
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い

の
か
、
農
産
物
の
加
工
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

産
業
商
工
部
長　

「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
（
名
称
が
変
わ
り

「
水
田
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
」
）
の
導
入
時
に
麦
・
大
豆
の

生
産
に
危
機
感
を
持
ち
国
東
市
独

自
で
「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」
に

よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
農
産
物
の
加
工
所
等
を

検
討
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ
れ
ば

個
別
に
県
等
に
協
議
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

新
規
就
農
者
の
確
保
が
必
要

と
考
え
る
が
支
援
策
は
ど
う
な
の

か
。

産
業
商
工
部
長　

新
規
就
農
研
修
資

金
に
対
し
て
資
金
の
償
還
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
市
内
誘
致
企
業
の
新
卒
者

の
就
職
状
況
は

議
員　

キ
ヤ
ノ
ン
や
ソ
ニ
ー
な
ど
の

誘
致
企
業
の
雇
用
状
況
は
。

産
業
商
工
部
長　

市
内
の
高
校
卒
就

職
者
は
１
２
９
名
で
市
内
就
職
者

は
42
名
の
33
％
で
、
大
分
キ
ヤ
ノ

ン
は
13
名
・
ソ
ニ
ー
は
１
名
で
す
。

議
員　

誘
致
企
業
に
対
し
て
正
規
社

員
の
雇
用
を
市
長
は
ど
の
く
ら
い

の
強
さ
で
迫
っ
て
い
る
の
か
、
仮

に
１
、
０
０
０
人
の
派
遣
社
員
が

正
規
雇
用
さ
れ
市
の
住
民
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
、
約
一
億
の
市
民
税

が
確
保
で
き
財
政
改
革
と
な
る
の

で
は
。

市
長　

本
年
１
月
に
振
興
局
と
市
内

の
企
業
の
方
々
と
会
を
作
っ
て
今

奔
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後

協
議
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

白石　德明 議員

地
域
医
療
を
ど
う
守
る
の
か

　

―

市
民
病
院
の
存
続
は

市
長
の
責
務
で
あ
る―

　



⑪　国東市議会だより　８号 問質般一
●
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物

議
員　

旧
国
東
町
時
代
に
学
校
給
食

地
産
地
消
促
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
夢
咲
安
心
農
産
物
の
使
用
比

率
が
平
成
19
年
に
は
43
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
り
、
農
産
物
以
外
で
も
漁

協
の
「
銀
た
ち
の
郷
」
が
提
供
し

て
い
る
。
し
か
し
、
市
内
の
他
の

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
が

な
い
。
一
次
産
業
、
農
業
振
興
策

と
し
て
食
育
の
観
点
か
ら
も
、
学

校
給
食
へ
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
で
は
学
校
給
食
地
産
地
消

促
進
協
議
会
を
設
置
し
、
行
政
、

生
産
者
、
保
護
者
、
給
食
セ
ン
タ

ー
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
元

の
根
菜
類
を
中
心
に
、
消
費
拡
大

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会

を
旧
４
町
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
地
元
野
菜
の
販
売
促
進

議
員　

市
内
に
２
つ
の
道
の
駅
、
４

つ
の
里
の
駅
、
民
間
の
直
売
施
設

が
４
施
設
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

と
、
ス
ー
パ
ー
や
小
売
商
店
等
に

産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
設
置
を
お
願

い
で
き
な
い
か
。

市
長　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
広
報
を

通
し
て
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
段

取
り
や
制
度
の
問
題
に
は
行
政
と

し
て
相
談
に
乗
っ
て
い
き
ま
す
。

●
学
校
給
食
献
立
の
統
一
は

議
員　

市
内
４
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
献
立
が
違
っ
て
い
る
が
、
統
一

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

４
調
理
場
は
、
建
設
年
次
、

対
象
児
童
生
徒
数
、
設
備
や
機
能

が
不
均
一
の
状
況
で
す
。
そ
の
規

模
や
設
備
機
能
に
応
じ
て
、
創
意

工
夫
し
な
が
ら
そ
の
個
性
、
特
徴

を
発
揮
し
て
子
ど
も
た
ち
に
安
全

安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す

べ
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

献
立
を
統
一
す
る
こ
と
で
す
が

そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
場
の
特
徴
、
長

所
を
つ
ぶ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
現
場
職
員
と
協
議
し

で
き
る
だ
け
統
一
性
の
あ
る
方
向

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

野田　忠治 議員

地
産
地
消
促
進
と
学
校
給
食

　

―

学
校
給
食
地
産
地
消
促
進

協
議
会
を
旧
４
町
に
拡
大―

　



国東市議会だより　８号　⑫

委員会報告

総務委員会 　 委員長　馬場　將郎

　３月議会において審査を付託された「平成19年度国東市一般会計補正予算（第５号）の
総務委員会付託関係部分」、他、議案２件、一般議案として「国東市行政組織条例等の一
部改正について」、「政治倫理確立のための国東市長の資産等の公開に関する条例の一部
改正について」他、７議案について３月11日に総務委員会を開催し審議致しました｡
　審議の過程で、委員より「平成19年度国東市一般会計補正予算（第５号）の関係部分」
のなかで、議長交際費の減額補正について、市長交際費と同じ扱いでなければならないの
ではないか、今回の補正では、議長交際費のみ減額されているが、市長交際費の見直しは
されなかったのかとの意見が出されました。
　また、議案第37号の「国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関　　
る条例等の一部改正について」のなかで、外国語指導助手について今回は交付税措置の伴
うＪＥＴプログラムを通して派遣を受けるとの説明であったが、次年度以降の対応につい
ても、どう取り組んでいくのか早めに検討しておく必要があるのでは、といった意見が出
されましたが、その他の議案については、別段意見はありませんでした。
　以上のように、付託された議案については、すべて原案とおり可決すべきと決定しまし
た。

文教委員会 　 委員長　堤　康二郎

　３月11日アストくにさき３F会議室にて、当委員会に付託された３議案について教育次

長、関係部課長の出席説明を求め慎重に審査を行いました。

議案第6号「一般会計補正予算（第５号）の関係部分」は、教育費予算を３千７百３万５

千円減額するもの、議案第42号「学校設置条例等の一部改正について」は、学校教育法の

改正に伴う関連する条例改正、議案第55号「指定管理者の指定について」は、国見の野球

場・陸上競技場・テニスコート・ゲートボール場・パークゴルフ場・B＆G海洋センター

を「特定非営利活動法人（ＮＰＯ）国東半島くにみ粋群」に平成20年４月１日から平成23

年３月31日までの期間管理者として指定する条例でしたが、３議案とも原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

また、請願第２号「義務教育費国庫負担制度堅持を求める請願」も採択すべきものと決定

しました。



⑬　国東市議会だより　８号

厚生委員会 　 委員長　諸冨　　忠

　平成20年第１回３月定例会において、厚生常任委員会に審査を付託されました議案及び

請願について、去る３月12日当委員会を開催し、執行部より関係部長、課長、病院長、事

務長ほか説明員の出席を求め慎重に審査いたしました。

　議案第６号平成19年度国東市一般会計補正予算関係外特別会計補正予算議案五件、議案

第22号平成20年度国東市国民健康保険事業特別会計予算外５件、議案第33号国東市後期高

齢者医療に関する条例の制定、議案第43号国東市出産祝金条例の一部改正条例外７件、以

上21議案は、原案のとおり、可決すべきものと決定いたしました｡

　請願について、受理番号１号介護療養病床廃止・医療療養病床削減計画中止の意見書採

択等を求める請願書については採択すべきものと決定いたしました。

委員会報告

産業建設委員会 　 委員長　丸小野　宣康

　平成20年３月定例会において、当委員会に審査を付託された平成19年度国東市一般会計

補正予算の関係部分とサイクリングターミナル事業ほか各特別会計補正予算５件、並びに

平成20年度サイクリングターミナル事業ほか各特別会計予算６件と国東市産業振興条例の

一部改正ほか一般議案４件の以上19議案について３月12日当委員会を開催し、担当部長並

びに担当課長とともに内容を確認しながら慎重審議しました。その結果議案19件について

全て原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　特定公共賃貸住宅「武蔵グリーンヒル」の家賃を下げる件については、入居率を上げる

ための思い切った対策が必要ではないかとの意見がありました。

　次に、嘆願第１号「嘆願書　タチウオ浮きはえ縄漁業の操業継続を求める。」について

は、採択すべきものと決定いたしました。



　３月定例会に請願２件、嘆願１件が採択、意見書５件が可
決されました。

国東市議会だより　８号　⑭

文教委員会

　１月29日から四国の香川県と高知県に研修視察を行いました。人口３万５千人強と国東市
とほぼ同じ規模、弘法大師生誕地で有名な善通寺市のパワーアップ事業を研修しました。な
んと５期20年間教育長を勤める勝田英樹教育長から善通寺市独自の教育改革実践例の説明を
受けました。
　平成18年から始めた事業は市内８校の小学校に各100万円、２校の中学校に各200万円を交
付して校長の裁量で使えるというユニークなことです。各学校の事業実績状況を見ると子供

を褒めて伸ばす報償バッチ・劇団鑑賞・コ
ンサート鑑賞・基礎学力向上のためのドリ
ル購入など様々なソフト面に利用されてい
ました。
　次に高知県香美市では学校評価システム
構築事業の取り組みについて研修しました。
「公教育」のあり方に熱意と誠意と創意を
もって市独自で取り組む事例を学んだ有意
義な視察でした。

行政視察報告

み
な
さ

ん
からの

請　
　願

採　
　

択

〇介護療養病床廃止・医療療養病

床削減計画中止の意見書採択等

を求める請願

〇義務教育費国庫負担制度堅持を

求める請願

○タチウオ浮きはえ縄漁業の操業

継続を求める嘆願

皆さんの声を国政に意 見 書 （内閣総理大臣等に提出しました。）

○道路特定財源暫定税率堅持に関する意

見書

○介護療養病床廃止・医療療養病床削減

計画中止の意見書

○義務教育費国庫負担制度堅持を求める

意見書

○障がい者自立支援法の抜本的な改正を

求める意見書

○タチウオ浮きはえ縄漁業の操業継続を

求める意見書



⑮　国東市議会だより　８号

議案等議決結果一覧

―３月定例会―
【市長提出議案】
○　平成19年度一般会計補正予算（２件）………………………………………………………………可決
○　平成19年度特別会計補正予算（14件）………………………………………………………………可決
○　平成20年度一般会計予算………………………………………………………………………………可決
○　平成20年度特別会計予算（14件）……………………………………………………………………可決
○　国東市後期高齢者医療に関する条例の制定…………………………………………………………可決
○　国東市行政組織条例等の一部改正……………………………………………………………………可決
○　政治倫理確立のための国東市長の資産等の公表に関する条例の一部改正………………………可決
○　国東市付属機関設置条例の一部改正…………………………………………………………………可決
○　国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正……………可決
○　国東市職員等の旅費に関する条例の一部改正………………………………………………………可決
○　国東市特別会計条例の一部改正………………………………………………………………………可決
○　国東市税特別措置条例一部改正………………………………………………………………………可決
○　国東市手数料条例の一部改正…………………………………………………………………………可決
○　国東市立学校設置条例等の一部改正…………………………………………………………………可決
○　国東市出産祝金条例の一部改正………………………………………………………………………可決
○　国東市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正………………………………………………可決
○　国東市母子・父子家庭医療費助成に関する条例等の一部改正……………………………………可決
○　国東市はり、きゅう施設利用助成金に関する条例等の一部改正…………………………………可決
○　国東市介護保険条例の一部改正………………………………………………………………………可決
○　国東市予防接種健康被害調査委員会条例の一部改正………………………………………………可決
○　国東市瀬戸田墓地条例の一部改正……………………………………………………………………可決
○　国東市産業振興条例の一部改正………………………………………………………………………可決
○　国東市営住宅条例の一部改正…………………………………………………………………………可決
○　国東市特定公共賃貸住宅条例の一部改正……………………………………………………………可決
○　国東市障害者福祉手当条例の一廃止…………………………………………………………………可決
○　財産の無償譲渡…………………………………………………………………………………………可決
○　指定管理者の指定………………………………………………………………………………………可決
○　市道路線の廃止・認定（２件）………………………………………………………………………可決
○　大分県退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及びこれに伴う同組合規約の変更 ……可決
○　損害賠償の和解（２件）………………………………………………………………………………可決

【議員提出議案】
○　国東市委員会条例の一部改正…………………………………………………………………………可決
○　市長の専決処分事項に関する条例の制定……………………………………………………………可決
○　道路特定財源暫定税率堅持に関する意見書…………………………………………………………可決
○　介護療養病床廃止・医療療養病床削減計画中止の意見書…………………………………………可決
○　義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書………………………………………………………可決
○　障がい者自立支援法の抜本的な改正を求める意見書………………………………………………可決
○　タチウオ浮きはえ縄漁業の操業継続を求める意見書………………………………………………可決

―第１回　臨時会（２月）―
【市長提出議案】
○　専決処分の承認を求めることについて………………………………………………………………承認
○　物品購入契約の締結について…………………………………………………………………………可決
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合
併
し
て
二
年
、
今
、
国
東
市
の
教
育
が
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。
原
因
は
少
子
化
▲
過
日
、

安
岐
町
四
小
学
校
、
四
幼
稚
園
の
閉
校
・
閉
園
記
念

式
典
が
あ
っ
た
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、
教
育
の
殿
堂

と
し
て
一
三
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
学
校
が
消
え

る
こ
と
は
本
当
に
寂
し
い
。
だ
が
そ
の
中
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
子
ど
も
達
が
自
ら
の
言
葉
で

地
域
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
語
り
、
そ
し
て
誇
り

に
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
思
い
は
、
卒
業

生
、
勤
務
し
た
教
職
員
、
地
域
の
人
と
て
同
じ
で
あ

ろ
う
▲
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
胸
に
、
歴
史
の
証
言

者
と
し
て
前
向
き
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
欲
し
い
。

語
り
伝
え
て
欲
し
い
▲
そ
の
子
ど
も
達
が
通
う
新
設

さ
れ
た
安
岐
中
央
小
学
校
、
幼
稚
園
の
竣
工
式
に
も

出
席
。
悲
喜
こ
も
ご
も
、
相
反
す
る
歴
史
的
瞬
間
に

立
ち
会
っ
た
。
実
に
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
。
来
年

は
国
東
町
の
四
中
学
校
統
合
が
決
定
し
て
い
る
。
い

ず
れ
小
学
校
も
▲
こ
れ
も
政
治
の
貧
困
に
起
因
し
て

い
る
の
か
と
思
う
と
や
る
せ
な
い
。
地
方
と
中
央
の

格
差
は
益
々
広
が
っ
て
い
る
が
教
育
に
格
差
は
絶
対

許
さ
れ
な
い
。
政
治
の
責
任
は
重
い
。
▲
来
号
か
ら

メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
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（
宮
永
）

議会を傍聴されたい方は、議会事務局までご連絡ください。　電話（0978）７２－５１９６
次回定例会の開催予定は６月中旬の予定です。議会を傍聴しましょう

　２年間ご愛読ありがとうございました。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

安岐中央小学校体育館柿
こけらおと

落し
　大分県国東半島地区小学校バレーボール新人戦大

会が４月27日、新設された安岐中央小学校体育館

で開催されました。

　16チーム約200名の子どもたちが、ま新しい体育

館で日頃の練習の成果を発揮し、元気にプレーしま

した。
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議会広報編集委員が変わります｡


